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4/17自治労県職労春闘要求回答交渉に向けて

適正な人員配置や効率的な仕事の進め方で働き過ぎをなくそう！

人事委員会は労基署機能を発揮し、過重労働撲滅のために講ずべき措置を知事に勧告せよ！

過重労働の撲滅に向けて
自治労県職労は、2017春闘において当局に対し次の点を要求しました。
○年間360時間、1か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反であることを管理監督者に徹底すること。「意識改革」というならまずこれが必須。（県の「働き方改革推進本部」が今年度の取組方針の中で示した時間外勤務時間の数値目標のうち、「年720時間以内」、「月45時間を上回るのは年6回以内」は問題ないのか？）
○パソコンのログ情報のうち、月30時間・45時間・80時間・100時間超えの実態について、所属別の人数を組合に提供すること。

○上記ログ情報に基づいて、実効ある時間外縮減対策を労使で協議すること。所属ごとの原因の検証と対策が出発点。
○長時間・過重労働職場への適正な人員配置。

○ムダな内部管理事務の排除。
○庁内分権の推進。
○人員不足が主因の場合は、必要な人員増。
職場は悲鳴をあげている！
現在、県において長時間労働解消の取組みが行われていますが、職場からは「土日に出勤しないと仕事が終わらない、2週間休みなく働いている。」「振替が取れない。」「体力的・精神的に厳しい、もう限界。早期退職に踏み切った。」「システムの不具合や外部とのメール（添付ファイル）に時間がかかり効率が低下、仕事にならない。」などと、窮状を訴える声が多数あがっています。
必要なところには適正な人員配置を！
時間外・休日勤務が、月100時間、または、2～6か月平均で80時間を超えると、健康障害のリスクが高くなるという医学的な検討結果が出ています。長時間労働が続いて、知らず知らずのうちに、自分の体がむしばまれることがあってはなりません。
この間の度重なる人員削減が長時間・過重労働の大きな原因の一つであることは明白です。実態を検証した結果、人員不足が原因であれば、定数増となったとしても、必要な人員を配置すべきです。

また、同時に業務の見直しや仕事の進め方についても改善を図ることが重要です。
人事委員会は労基署機能の発揮を
　厚生労働省はこれまでの基準を変更し、「1か月の残業が80時間を超える労働者が１人でもいる場合に、労働基準監督署が立ち入り調査をする」こととしています。
　人事委員会は、私たちにとっては「労働基準監督署」です。

　自治労県職労は3月22日、人事委員会に対して、労働基準監督署と同様の機能を発揮するよう強く求め、次の点を要請しました。

１．労働基準監督機関として、県職員の勤務時間管理の実態について把握するとともに、講ずべき措置を知事に勧告すること。

２．労働基準監督署と同様に、月80時間超の時間外勤務者のいる職場について、立入り調査を実施すること。

4月17日、自治労県職労は2017春闘要求回答交渉を行いますが、県労連交渉で確認したとおり、「過重労働の撲滅」に向けた労使協議がスタートできるよう、パソコンのログ情報を組合に示し、お互いに情報共有ができるよう当局に強く求めていきます。
☆平成29年度　公用車更新状況　合計55台
＜購入54台＞

○総務局12台：神奈川県税1　緑県税1　戸塚県税1相模原県税2　横須賀県税1　藤沢県税2　小田原県税1　厚木県税2　自動車税1
○県民局1台：中里学園1
○環境農政局（県政Ｃ環境農政含む）20台：

資源循環推進課（横須賀）1　自然環境保全Ｃ6　農技Ｃ（本所）3
農技Ｃ（横浜川崎）1　農技Ｃ（農地課）1　かながわ農業アカデミー2
県央家畜保健衛生所（本所）1　県央家畜保健衛生所（東部）1
横三県政Ｃ1　県央県政Ｃ（農地課）1
湘南県政Ｃ（地域農政推進課）1　湘南県政Ｃ（農地課）1
○保健福祉局4台：中井やまゆり1　さがみ緑風1　動物保護Ｃ2

○県土整備局11台：住宅営繕2　横須賀土木1　平塚土木2　厚木土木（本所）2　厚木土木（東部）4
○県政総合Ｃ3台：横三県政Ｃ1　県央県政Ｃ2

○教育局3台：総務室1　生命の星・地球博物館1　海洋科学高校1
＜リース1台＞

○県土整備局1台：県西土木（小田原Ｃ）1
「タオル１本持って」参加しよう！

第88回かながわ

中央メーデー

日時：4月29日（祝・土）

10：00～12:30
会場：みなとみらい臨港パーク

✿ご自宅に眠っているタオルはありませんか？

✿メーデーに来られない方は、4/28までに自治労県職労事務所（県庁本庁舎地下）にタオルをお持ちください。未使用であればどのサイズでもＯＫ！
組合員さんに限らず、どなたでも！組合がメーデー会場に届けます。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































